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Ｑ＆Ａ５月随時会議
■広報公聴事業　令和 2年度繰越明許費
　Ｑ：1 億 2430 万円の繰り越し理由は？
　Ａ：施設の移設及びコロナ禍による通信の需要が高まり、その対策の検討に不測の日数を要した

ため。現在は通信能力の上限ではあるが通信が行えている状況で、今後通信の需要がさらに
高まることを見据えたもの。

■図書館活動推進事業　令和 2年度繰越明許費
　Ｑ：6826 万 8000 円の繰り越し理由は？
　Ａ：図書館統合事業における建設工事費であり、議会も含め関係機関との協議、
　　　許認可に不測の日数を要したため、当初の予定より契約期間が遅れ、年度
　　　内の完成が見込まれなかった。

６月定例会議
■若手人材奨学金返還支援事業
　Ｑ：県にも奨学金返還支援制度があるが、当町との重複はないのか？
　Ａ：日本学生支援機構の奨学金の利用者が対象で職種の指定はしないこと。また、他の補助金を

受けていないことが条件であり、県補助金とは重複しない。

■駅管理委託費
　Ｑ：どのような工事内容か？
　Ａ：良川駅のトイレを洋式化し、タイル、壁、天井のリニューアルを行うもの。

■母子保健事業のいしかわ　プレ妊活 健診助成事業
　Ｑ：どのような事業か？
　Ａ：婚姻届を提出した夫婦が妊娠に関する正しい知識などを身に着けていただくために、希望に

応じて産婦人科医療機関で健診・指導を受ける事業で令和３年７月から実施の予定である。

■林業振興費　倒木処理等補助金
　Ｑ：雨の宮古墳付近の倒木が対象とならないのか？
　Ａ：倒木は所有者が処理するのが原則であり、当該箇所は対象とならない。

■図書館活動推進事業
　Ｑ：進捗状況や工事計画は？
　Ａ：12月の開館を目指し､システム構築などを予定しており、工事は順調に進んでいる｡３つの

図書館を順に休館しており、できるだけ利用期間を延ばして、工事を進めている。なお、休
館中の対応については、近隣市町の図書館との相互利用を活用する。

■ 付託された常任委員会での請願の採択結果
請　願 付託委員会

採択結果
請願者：公明党中能登支部顧問　大森繁治
学校教育におけるデジタルトランスフォーメーションを適切に進めるための請願

教育民生常任委員会
採　択

請願者：自由民主党中能登支部長　杉本栄蔵
子供政策の充実を求める請願

教育民生常任委員会
採　択

※各意見書を関係機関へ送付しました



議会だより とびら 第28号3

■ 全議員が賛成して可決された主な議案　　

結果 町　長　提　出　議　案

可決

議案第２号　令和３年度一般会計補正予算
　　　中小企業者事業継続支援固定費助成金として１億2000万円、中小企業者感染防止安

全空間整備助成金として3750万円、プレミアム付き商品券事業（1000円券８枚を
１冊5000円で販売　１人１冊まで）として１億3300万円がそれぞれ増額された。

内容

（議長は、採決には加わりません。）

採決の結果
■５月随時会議■　　開催期間５月31日
　令和３年度一般会計補正予算は３億237万４千円を増額し総額100億37万４千円になりました

■ 全議員が賛成して可決された主な議案　　

結果 議　会　提　出　議　案

可決

発委第１号　中能登町議会会議規則の一部を改正する規則について
　　　議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活動しやすい環境整備

の一環として、出産、育児、介護など議員として活動するにあたっての諸要因に配
慮するため議員の欠席理由を具体的な規定に改正し、出産のための欠席届について
は具体的な欠席日数を規定するもの。また、請願書の提出については、署名または
記名押印のどちらか一方を選択することに改めるもの。

結果 町　長　提　出　議　案

可決
議案第３号　令和３年度一般会計補正予算
　　　若手人材奨学金返還支援補助金として200万円、林業振興費倒木処理等補助金等と

して1085万円、図書館活動推進事業として1685万9000円がそれぞれ増額された。

可決

議案第４号　令和３年度一般会計補正予算
　　　子育て世帯生活支援特別給付金事業として1410万円、学童保育事業として6751万

2000円、新型コロナウイルスワクチン接種事業として1000万円がそれぞれ増額さ
れた。

内容

（議長は、採決には加わりません。）

■６月定例会議■　　開催期間６月７日から６月18日
　令和３年度一般会計補正予算は１億7051万５千円を増額し総額101億7088万９千円になりました

内容

内容

結
果
可
否

議員名

議案名

成
田　
　

惟

池
島
和
喜
夫

澤　
　

良
一

古
玉
い
づ
み

土
本　
　

稔

山
本　

孝
司

笹
川　

広
美

南　
　

昭
榮

諏
訪　

良
一

甲
部　

昭
夫

坂
井　

幸
雄

作
間　

七
郎

動　　議

可
決
発議第３号
　議長不信任に関する決議

○ ○ × × ○ ○ ○ ○
議
長
席

○ ○ 除

■ 賛否が分かれた議案 〇：賛成  ×：反対   退：退席  除：除斥



　議長の不信任動議について賛成する。
　議員間の約束を守れない人では、信頼関係がなくなるため、議会を代表する議長
としては不適格である。
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　私は議長不信任決議について、２点において反対である。
　その前にこのように町民の皆様に不安を与えるような事態になっていることに対
してお詫び申し上げたい。宮下町政がスタートしたばかりで、初の定例会議で提出
されたことを大変残念に思っている。
　１点目の理由として、この不信任決議に至る根拠、証拠が提示されていない。動
議提出者の甲部議員からは議長が約束を守っていない、とあるが証拠がなく当事者
同士の口約束は判断材料とならない。

　２点目に、個人の思いで議会を私物化すべきでないという点である。作間議長が独善的で新人議員
に恐怖心を与える、と言うような個人的・主観的な思いを動議にして議会を私物化すべきではない。
個人の思いのために、私利私欲のために町政を混乱に陥らせる。その点に関して、私はこの動議に反
対する。

■ 討　論

反対します

古玉議員

　私は、以下の理由から反対の討論とする。
　まず、口約束を根拠にした不信任動議というのは大反対である。
　私は、今回初めて定例会を経験した。その中で一般質問も初めてだった。そこで
自分が感じたことは、議会と執行部が二元代表制の下で健全な緊張関係を持つ、そ
のことが地域の発展と町民の福祉につながるということである。
　私はこの議場は誰のものかといったが、町民のものであり我々は代表してここへ
座っている。町長も町民から選ばれその両方が対峙し一生懸命やっている。町をよ

くしようと。
　４月に新しい体制になったこの町のスタートで町長は自分の言葉で話しておられ覚悟を感じる。そ
うした時に、最後の９回裏ツーアウトで動議を出され、理由が密室の中の２人の口約束があったかな
いか。本当のところはわからず闇の中。そのことをどれだけ議論しても進まない。そうするとそれを
抜いた時、本当にその人が不信任に値するかどうかが論点である。もし議会運営を阻害するような事
があれば議会運営委員会で諮るべきである。議会運営委員会がありながら、今回のこの手段を選んだ
のは非常に大人気ない。
　個人を責めるような出され方をした根拠のない不信任案決議に反対である。

賛成します

土本議員

提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、
議案の成立の可否が決定します。

甲部議員が動議提出！
議会最終日６/18(金)の閉会直前に甲部議員より作間議長への議長不信任決議案が提出されました。
議員間の約束事を守れない人物では信頼関係が構築できないため、中能登町議会を代表する議会議長
には不適格であるとの理由を述べ、質問、討論を経て採決が行われ、賛成多数で可決されました。な
お、今回の決議に法的拘束力はありませんが、政治的に尊重されるものとされています。

動議とは・・・議案以外のもので、会議の意思決定を求める提案のこと。

澤　議員



【
成
田
】
学
校
現
場
に
生
徒
児
童
１
人

に
つ
き
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
整

備
さ
れ
た
。
ど
う
い
っ
た
教
育
を
実
現

し
て
い
く
か
が
大
切
に
な
る
。
情
報
通

信
教
育
に
つ
い
て
①
現
状
と
課
題
②
今

後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
①
現
状
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
・
大
型
モ
ニ
タ

ー
の
整
備
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を

行
い
、
効
果
的
な
活
用
が
で
き
る
よ
う

進
め
て
き
た
。
課
題
は
、
機
器
や
接
続

の
不
具
合
や
、
教
員
の
活
用
力
の
差
が

挙
げ
ら
れ
る
。
不
具
合
に
つ
い
て
、
対

応
事
例
を
蓄
積
し
な
が
ら
環
境
整
備
を

整
え
る
。
教
員
の
活
用
力
に
つ
い
て
、

校
内
研
修
や
個
人
研
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
②
今
後
は
、
学
校
全
体
で
活
用

指
導
力
を
向
上
さ
せ
、
児
童
生
徒
１
人

１
人
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
成
田
】
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
情
報
通

信
教
育
を
進
め
ら
れ
た
い
。

将
来
を
見
据
え
た
教
育
へ
の
取
り
組
み

に
期
待
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
子
ど
も
基
金
の
運
用

▼
能
登
部
駅
前
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
庁
舎

周
辺
の
整
備

成田　　惟 議員

問 

情
報
通
信
教
育
の
推
進
へ

　
　
答 

計
画
的
に
取
り
組
む

【
笹
川
】「
子
育
て
支
援
室
」
は
、

高
い
専
門
性
を
備
え
た
体
制
と
な

っ
た
。
そ
の
支
援
力
の
発
信
と
推

進
に
向
け
①
子
育
て
ア
プ
リ
や
ラ

イ
ン
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
と

相
談
体
制
②
男
性
の
育
児
を
支
援

す
る
対
応
③
学
校
教
育
課
配
置
の

保
健
師
と
支
援
室
と
の
連
携
を
伺

う
。

【
町
長
】
①
４
月
に
相
談
窓
口
「
コ

ト
ナ
」
を
開
設
。
先
ず
は
、
気
軽

に
相
談
に
訪
れ
る
場
所
と
し
て
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
Ｈ
Ｐ
で
情
報

発
信
し
、
町
ラ
イ
ン
・
メ
ニ
ュ
ー

「
子
育
て
支
援
」
か
ら
も
共
有
で

き
る
。
現
在
、「
コ
ト
ナ
だ
よ
り
」

の
掲
載
を
始
め
た
。
更
新
を
楽
し

み
に
待
っ
て
頂
け
る
よ
う
情
報
発

信
し
て
い
く
。
③
身
体
的
な
心
配

を
抱
え
る
児
童
へ
の
専
門
的
な
サ

ポ
ー
ト
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
最
前
線

で
の
対
応
と
し
て
配
置
し
た
。
学

校
と
学
校
教
育
課
、
子
育
て
支
援

室
で
情
報
共
有
し
、
保
護
者
の
相

談
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
健
康
保
険
課
長
】
②
Ｈ
26
年
度

よ
り
育
児
体
験
教
室
「
プ
レ
マ

マ
・
パ
パ
教
室
」
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
男
性
の
積
極
的
な
関

わ
り
を
支
援
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
力
を
大
い
に
発
揮
で

き
る
今
後
の
取
り
組
み
を
期
待
し

た
い
！

そ
の
他
の
質
問
▼
ご
み
減
量
化
の

促
進
▼
「
生
理
の
貧
困
」
の
対
応

６月定例会議　一般質問 ここが聞きたい ! !

８名の議員が登壇し質問する

笹川　広美 議員

問 

子
育
て
支
援
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

　
　
答 

ま
ず
窓
口
で
の
対
応
図
る

「子育て支援室」紹介チラシ

一般質問

QRコードを読み取ってご利用下さい。
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議
員
の
ひ
と
こ
と

議
員
の
ひ
と
こ
と
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【
池
島
】
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
、

中
能
登
町
の
里
山
は
、
ど
の
地
域
を
指

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
能
登
地
域
を

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協
議
会
や
世
界
農
業

遺
産
活
用
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金
な

ど
、
平
成
23
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
の
10
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
の
出
資
を

し
た
の
か
。
以
上
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】「
能
登
の
里
山
里
海
」
が
認
定

に
当
り
評
価
さ
れ
た
点
と
し
て
、
森
林
、

た
め
池
、
水
田
、
川
、
海
辺
な
ど
が
有

機
的
に
つ
な
が
り
形
成
さ
れ
、
多
種
多

様
な
生
き
物
が
生
息
し
、
人
々
は
生
き

物
と
共
生
し
て
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
。

さ
ら
に
、
人
々
が
農
林
水
産
業
を
営
む

こ
と
で
、
農
耕
儀
礼
や
祭
礼
と
い
っ
た

独
自
の
文
化
も
育
ま
れ
て
き
た
。
こ
う

し
た
農
林
水
産
業
と
そ
れ
に
関
連
し
た

人
々
の
営
み
そ
の
も
の
が
評
価
さ
れ
た

点
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
里
山
と

は
中
能
登
町
全
地
域
を
指
す
。

　

次
に
10
年
間
の
支
出
は
、
世
界
農
業

遺
産
活
用
実
行
委
員
会
及
び
能
登
地
域

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協
議
会
へ
の
負
担
金

が
主
な
も
の
で
あ
り
、
総
額
１
７
３
７

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
身

は
、
子
供
た
ち
の
生
物
多
様
性
の
研
究

会
、
岐
阜
ま
で
行
っ
た
研
修
会
、
能
登

の
一
品
認
定
事
業
な
ど
が
あ
る
。

※
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
ジ
ア
ス
）
と
は･･･

世
界
農
業
遺
産　

世
界
的
に
重
要
か
つ

伝
統
的
な
農
林
水
産
業
を
営
む
地
域
を

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
が
認
定
す
る

制
度

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
費
用
の
こ

と
を
考
え
る
と
も
の
た
り
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
「
子
育
て
基
金
」
の

制
度
設
計

池島和喜夫 議員

問 
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
の
価
値
生
か
せ

　
　
答 

町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

【
古
玉
】
町
長
の
考
え
る
町
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
、

ま
た
選
挙
公
約
の
実
現
と
い
っ
た
点
か

ら
、
４
点
伺
う
。

①
当
町
の
最
重
要
課
題
と
解
決
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
最
大
の
強

み
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。
②
子
ど

も
・
子
育
て
基
金
で
は
子
供
目
線
で
子

供
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
よ
う
な
基
金
に
し
て
み
て

は
ど
う
か
。
③
町
公
共
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。
④
商
業
施
設
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
①
最
重
要
課
題
の
３
本
柱
と

し
て
、
子
育
て
・
教
育
の
支
援
、
コ
ロ

ナ
禍
へ
の
力
強
い
対
応
、
災
害
に
負
け

な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
を
糸
口
と
し
て

い
く
。
強
み
は
当
町
に
息
づ
く
も
の
づ

く
り
産
業
で
あ
る
。
従
業
員
の
人
達
に

中
能
登
に
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

企
業
の
協
力
も
必
要
だ
。
②
是
非
、
将

来
の
子
供
達
の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
方

向
性
を
見
出
し
て
基
金
を
使
う
よ
う
な

形
に
持
っ
て
い
き
た
い
。
③
令
和
８
年

ま
で
に
建
築
系
公
共
施
設
の
延
床
面
積

の
総
量
を
25
％
削
減
す
る
計
画
で
あ
る
。

効
率
的
、
効
果
的
な
公
共
施
設
等
の
最

適
な
配
置
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
民
間

の
力
を
借
り
て
管
理
し
て
い
く
。
④
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
交
付
機
で

交
付
が
可
能
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
も

推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
い
な

い
。

【
古
玉
】『
改
善
』
は
現
状
を
肯
定
、『
改

革
』
は
現
状
を
否
定
し
改
め
る
。
課
題

を
改
革
し
な
が
ら
、
強
み
を
改
善
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
ま

す
！

古玉いづみ 議員

問 

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

　
　
答 

町
を
守
り
想
い
を
紡
ぐ

６月定例会議 一 般 質 問

中能登町花
「石動山ゆり」

議
員
の
ひ
と
こ
と

議
員
の
ひ
と
こ
と
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６月定例会議 一 般 質 問

【
澤
】
最
近
、「
町
政
や
議
会
に
興
味
が

な
い
」
と
の
声
を
聞
く
。
不
透
明
な
仕

組
み
や
見
え
に
く
い
議
会
も
一
因
で
は

な
い
か
。
町
民
の
た
め
の
議
会
、
全
て

が
決
ま
る
こ
の
議
場
の
公
開
の
場
を
更

に
広
げ
、
町
民
に
町
政
参
画
を
促
す
仕

組
み
づ
く
り
や
町
民
に
や
さ
し
い
配
慮

が
必
要
。
先
ず
は
、
本
会
議
の
み
な
ら

ず
、
全
て
の
議
会
の
Ｔ
Ｖ
放
映
を
す
べ

き
で
あ
る
。　

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
け
ば
、

町
長
と
し
て
も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

地
区
に
出
向
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
以
前
、

神
奈
川
の
葉
山
町
の
本
会
議
や
委
員
会

の
Ｔ
Ｖ
放
映
を
見
た
。
凄
い
、
素
晴
ら

し
い
と
思
っ
た
。
や
る
か
や
ら
な
い
か

は
、
議
会
の
ほ
う
で
広
聴
事
業
と
し
て

や
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

大
変
前
向
き
な
答
弁
を
頂
い
た
。
後
は
、

議
会
の
や
る
気
の
み
！

そ
の
他
の
質
問
▼
行
政
の
働
き
方
改
革

▼
経
営
感
覚
で
発
想
の
転
換
▼
財
布
の

中
身
と
財
布
の
紐

澤　　良一 議員

問 
全
て
の
議
会
の
Ｔ
Ｖ
放
映
を

　
　
答 

非
常
に
大
事
だ
と
思
う

【
諏
訪
】
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
な

ど
で
、
適
正
な
維
持
管
理
が
実
施
し
難

い
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

①
維
持
管
理
等
実
態
調
査
に
つ
い
て

②
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫
と
搬
出
及
び
水
草
の

駆
除
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】
国
で
は
、
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
る
な
ど
管
理
に
加
え
、
た
め
池

施
設
の
強
靭
化
に
も
取
り
組
み
を
拡
充

し
て
い
る
。

【
農
林
課
長
】
①
維
持
管
理
に
特
化
し

た
実
態
調
査
は
行
っ
て
は
い
な
い
が
、

た
め
池
機
能
の
保
全
や
安
全
性
の
確
認

を
目
的
と
し
た
点
検
等
は
、
毎
年
梅
雨

を
迎
え
る
６
月
と
秋
雨
前
線
が
活
発
と

な
る
９
月
の
２
回
実
施
し
て
い
る
。

②
本
年
度
の
地
区
要
望
事
項
に
お
い
て

も
、
た
め
池
の
浚
渫
な
ど
の
要
望
が
多

数
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
事
業
の
要
件
が
拡
大
さ

れ
た
「
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
」
の
活

用
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
、
農
業
用
た
め
池

の
浚
渫
に
も
拡
充
さ
れ
、
地
方
財
政
措

置
も
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
要

望
が
あ
っ
た
農
業
用
た
め
池
の
緊
急
度

や
優
先
度
を
精
査
し
、
現
在
、
事
業
化

に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

※
浚
渫
と
は･･･

水
底
を
さ
ら
っ
て
土

砂
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
。

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
化
を
切
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
信
号
機
設
置
箇
所
名

の
改
称
（
旧
滝
尾
小
前
）

諏訪　良一 議員

問 

た
め
池
の
維
持
管
理
に
支
援
を

　
　
答 

緊
急
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

推
進
事
業
債
の
活
用
検
討

この議会は誰のものか？

議
員
の
ひ
と
こ
と

議
員
の
ひ
と
こ
と
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６月定例会議 一 般 質 問

【
南
】
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

対
す
る
施
策
と
振
興
策
の
展
望
を
示
せ
。

①
農
作
業
の
効
率
化
を
図
る
大
型
機
械

導
入
や
自
動
化
、
野
菜
栽
培
な
ど
の
施

設
、
設
備
の
拡
充　

②
売
れ
る
農
作
物

の
取
り
組
み
と
町
と
し
て
の
特
産
化
に

向
け
た
具
体
的
な
策
な
ど
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
農
業
の
担
い
手
不
足
は
全
国

的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
町
に
お
い

て
も
緊
急
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
①
ハ
ー
ド
面
に
お

け
る
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
大
型
機
械

の
導
入
に
適
し
た
農
地
の
形
成
及
び
中

間
管
理
機
構
を
利
用
し
た
大
規
模
耕
作

者
へ
の
耕
作
権
を
集
約
し
、
生
産
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。
各
地
区
に
お
い

て
生
産
者
、
自
か
ら
の
集
落
を
将
来
ど

の
よ
う
に
し
て
行
く
か
を
話
合
う
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
、
各
地

の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
尊
重
し
取

り
組
ん
で
行
く
。

②
具
体
的
な
農
業
振
興
策
と
し
て
中
能

登
町
で
は
、
従
来
の
農
作
物
は
稲
作
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
道
の
駅
オ
ー

プ
ン
を
契
機
に
既
存
の
生
産
物
だ
け
で

で
な
く
、
新
品
種
の
生
産
拡
大
や
新
た

な
園
芸
作
物
の
栽
培
を
進
め
て
い
る
。

現
在
、
町
と
し
て
特
産
化
と
し
て
い
る

稲
作
品
種
の
イ
セ
ヒ
カ
リ
、
能
登
む
す

め
（
赤
大
根
）
等
の
カ
ラ
ー
野
菜
や
ミ

カ
ン
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
あ
り
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
返
礼
品
に
取
り
上
げ
る

な
ど
知
名
度
の
向
上
及
び
市
場
定
着
化

へ
の
取
り
組
み
、
安
定
し
た
農
業
基
盤

確
立
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進

め
て
行
き
た
い
。

目
新
し
い
施
策
が
、
示
さ
れ
る
か
期
待

し
て
い
た
が
！

そ
の
他
の
質
問
▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

の
開
票
速
報

南　　昭榮 議員

問 
農
業
振
興
策
と
展
望
を
示
せ

　
　
答 

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る

【
坂
井
】
第
一
良
川
踏
切
と
中
学
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
中
ほ
ど
か
ら
町
道
Ｔ

-

64
号
線
を
結
ぶ
砂
利
道
が
あ
る
。
未

舗
装
で
あ
る
ほ
か
安
全
柵
の
な
い
橋
や

道
路
を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
る
。
自

転
車
36
台
、
徒
歩
５
・
６
人
の
生
徒
た

ち
が
近
道
で
あ
る
砂
利
道
を
利
用
し
て

い
る
。
こ
の
近
道
は
２
本
の
川
が
流
れ

て
い
る
。
長
曽
川
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
排
水
路
（
幅
４

ｍ
、
深
さ
約
３
ｍ
）
の
橋
に
は
柵
が
な

い
。
通
学
に
危
険
な
た
め
整
備
に
つ
い

て
問
う
。

【
町
長
】
通
告
が
あ
っ
た
と
お
り
現
地

を
視
察
し
た
。
第
一
良
川
踏
切
を
渡
る

道
で
遮
断
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
が
近
道
を
し
て
い
く
た
め
安

全
確
保
の
整
備
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
関

係
機
関
と
も
協
議
し
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
長
曽
川
の

欄
干
も
錆
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
県

土
木
事
務
所
と
協
議
し
今
後
の
検
討
課

題
と
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
及
び
横
断
歩
道
は
再
度
安
全
対

策
が
必
要
で
す
ね
。

そ
の
他
の
質
問
▼
鵜
家
宅
の
寄
贈
▼
水

道
水
の
ス
ケ
ー
ル
軽
減
対
策

坂井　幸雄 議員

問 

通
学
路
の
点
検
整
備
を

　
　
答 

検
討
課
題
と
す
る

第一良川踏切

議
員
の
ひ
と
こ
と

議
員
の
ひ
と
こ
と
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総務建設常任委員会務建設常任委員会
～「男女共同参画社会について」勉強会を開催　（６月８日）～
石川県21ネットワーク代表の常光利惠さんを
講師に迎え、宮下町長、袋井教育長等と共に
学びました。

「あなたは、どんな町をつくりたいのか？」との問いかけの中、大変感銘深いお話を伺うこ
とができました。内容は、様々な困難をもたらしているコロナ禍において、克服に向け、常
に国民と共に歩む世界の女性リーダーたちの姿。「男女雇用機会均等法」の成立に向け、「時
の氏神」と称賛された坂本三十次代議士の尽力。「いしかわ女性基金」設立への奮闘など多
岐にわたりました。本年３月、次の10年に向かい「第３期中能登町男女共同参画行動計画」
が策定されました。今回の学びを活かして、町民の皆さんと共に前進して参りたいと思います。

＊男女平等ランキング
　　日本　120位/156ヵ国　　G７で最下位！

＊世界各国議会における女性比率
　　日本（衆議院） 9.9％　　　G7で最下位！
　　193ヵ国平均　25.5％
　　　ルワンダ　　61.3％　1位

教育民生常任委員会育民生常任委員会
～GIGAスクール構想で変わる教育～
今年度より生徒児童１人１台端末が整備され
変化の時を迎える中能登中学校を７月９日に
視察しました。

【新しい授業スタイル】
子供たちはそれぞれのタブレット型端末で
自分の意見をまとめ、教員がそれを電子黒板に
映し出すことで共有し学びを深めます。
大きく変わった授業スタイルに新しい時代を感じました。

【これからに注目】
ICT教育はまだまだ始まったばかり。明確なゴールを描き、どう舵を取っていくか。
次世代を担う子どもたちのため、学校現場、行政と一体となって理想の教育のカタチを
模索していきたい。
※GIGAスクール構想・・・「個別最適化され、創造性を育む学び」を実現するため
　　　１人１台端末と高速・大容量ネットワーク環境を学校に整備するという国の取り組み。
※ ICT教育・・・教育現場において情報通信技術を活用した取り組み。
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～子ども達の安心できる場所を増やしたい！
移住促進の架け橋として‼～

【地域おこし協力隊員の辻屋舞子さん】が、
６月で任期満了となることから、３年間の活動を全員協議会で報告されました。

業務概要
　　　＊町内にある空き家又は施設等を活用した飲食店又は小売店の創業と運営
　　　＊観光DMOの事務局及び観光ＰＲ

　「自分らしく働ける。安心して子育てできる。そんな当たり前の環境が中能登町にあり
ます。」この言葉をお守りにしながら、辻屋さんは、地域交流を中心とした様々な人とつ
ながる積極的な活動を展開されました。
　「中能登町の暮らしを体感できる民宿を！」と、昨年10月に『喜屋（よろこびや）』をオー
プン。本年４月より、活動で知った発酵食やカラー野菜など、地域の食材を取り入れた『弁
当販売』も開始し、道の駅「織姫の里なかのと」へも納品。次は、産後まもないお母さん
宅や買い物困難者の方々への『宅配弁当』も目標とされています。
　さらに、この３月には能登地域移住交流協議会の『移住プランナー』に認定されました。
　辻屋さんは、中能登町で、ご家族との末長い定住を望まれております。
　地域おこし協力隊の任期を終えられ、今後は、中能登町はもとより、能登地域に活力を
もたらしてくれるご活躍を大いに期待しております。

かかしづくり体験

じんのびタイム
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議会からのお知らせ

９月定例会議の日程
９月 ６日㈪ 　10：00　定例会議　開会
　　　　　　　〔議案上程・提案理由説明・議案説明・質疑など〕
９月 ８日㈬ 　10：00　総務建設常任委員会
　　　　　 　13：30　教育民生常任委員会
９月 ９日㈭ 　10：00　予算決算常任委員会
９月10日㈮ 　10：00　予算決算常任委員会
９月13日㈪ 　10：00　予算決算常任委員会
９月14日㈫ 　10：00　予算決算常任委員会
９月16日㈭ 　10：00　一般質問  
９月17日㈮ 　10：00　一般質問（予備日）
９月22日㈬ 　13：30　全員協議会  
　 　    　  　15：00　定例会議　最終日
　　　　　　　〔委員長報告・質疑・討論・採決〕

定例会議はケーブルテレビ「なかのとチャンネル」
で中継します。

５月から７月までの議会活動 さまざまな会議の開催日をお知らせします。
議会の日程はホームページでもご確認いただけます。

定例会議 ６月７日、15日、16日、18日
随時会議 ５月31日、７月30日
議会運営委員会 ５月19日、６月２日、11日、18日、７月21日
総務建設常任委員会 ５月17日、６月８日、７月15日
教育民生常任委員会 ５月17日、６月８日、７月９日、15日
予算決算常任委員会 ６月９日
全員協議会 ５月31日、６月18日、７月30日
議会広報特別委員会 ５月10日、７月７日 ＱＲコードを読み取っ

てご利用ください。

長曽川水防事務組合　議会報告
（組合議員：坂井幸雄議員、甲部昭夫議員、古玉いづみ議員）

　令和３年６月３日(木）組合議会第一回定例会
　令和２年度決算額　　歳入　33万3093円
　　　　　　　　　　　歳出　17万 700円
　　　　　　（差額16万2393円は次年度へ繰越）
・主な支出は水防倉庫のビニールシート・土嚢購入費
・新たに坂井議員が議長に就任
・令和３年度歳入・歳出予算それぞれ30万３千円

議会モニター募集中！
　議会は、町民からの議会運営などに関する要望、ご意見をいただき、議会運営に反映したいと考えています。
どんな人がモニターになれるの？

モニターのお仕事って？

モニターの期間はどれくらい？

①年齢満18歳以上の町民　　　　　　　　　　②町議会の仕組みや運営に関心がある方
③町政や地域社会の発展に関心がある方

　おもに下記の①から③について意見などを文書で提出していただきます。可能な限り会議の傍聴をお
願いします。また、年１回以上、議員との意見交換会があります。
①会議を傍聴した意見・感想　　　　　　　　　 ②議会だより「とびら」の意見・感想
③町ホームページの議会内容の意見・感想

　モニターの任期は 2年です。
　まずは議会事務局までご連絡を下さい。（℡ 74-2808）
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澤　

良
一

質 問
このコロナ禍での 1年を振り返り

①最後の部活動を迎えどんな気持ちですか？
②今後の抱負を教えてください
③日本で行われる東京オリンピックをどう思いますか？
④先生や家族へ一言

木下理
り

愛
あ

さん
　（ソフトボール部）

石井里
り な

奈さん
　（バドミントン部）

①（まだ試合が終わっていないので）県大会でベス
ト 4を目指したいです。

②引退したら勉強に集中していきたいです。
③コロナ禍でちょっと不安だけど、日本人の活躍に
期待します。

④家族へ：試合のたびに弁当を作って応援してくれ
てありがとう。

①チームみんなで１勝する目標を達成できてうれし
い。

②英検３級合格目指して勉強します。高校では県大
会ベスト４を目指したいです。

③コロナ禍でなければ生で見たかったです。家でテ
レビを見て楽しみたいです。

④顧問・外部コーチへ：練習場所を確保し恵まれた
環境を与えてくれ感謝です。

広畑圭
か

唯
い

さん
　（卓球部）

①北信越まで行けず、ベスト８で悔しい気持ちです。
②練習で培った精神力を生かして受験を頑張りたい
です。
③自分の国で行われるのは貴重な事だと思うし誇ら
しいです。
④顧問の先生へ：３年間、時には優しく時には厳し
く指導してくださりありがとうございました。

平田涼
りょう

太
た

さん
　（剣道部）

①負けてしまったが、やり切ったので悔いはないで
す。
②高校に入ったら今までと違うことにチャレンジし
たいです。
③世界の一流アスリートが東京に集まるのは凄いこ
と。日本人選手に期待します。
④先生・家族へ：自分を信じてくれたのに結果を出
して恩返し出来ず悔しいですが支えてくれてあり
がとう。

PIN No.P13-0179

この印刷物は、E3PAのゴールドプラス
基準に適合した地球環境にやさしい印刷
方法で作成されています
E3PA：環境保護印刷推進協議会

※「ＱＲコード」は ㈱デンソーウェーブの登録商標です。

踵がそろうと心もそろう


